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研究者用 

 

 

同意書 

 

 私（         ）は、山口県立大学大学院 健康福祉学研究科 博士後期課程1年生 

吉兼伸子が行う研究「保育士の業務上の負担感とその関連要因の検討～特に子どもの発達特性

の与える影響に着目して～」について、吉兼伸子から本研究の主旨と内容の説明を受け、それらを

理解し、研究に協力することに同意します。 

 

 

   年   月   日 

 

 

 

 

                     研究協力者署名： 

 

                     説明者署名： 

 

              〒747－0066 

                                山口市桜畠3－2－1 

                     山口県立大学大学院 健康福祉学研究科  

                       博士後期課程1年  吉兼伸子  

        mail：theta@wine.plala.or.jp 

 

 

               指導教授：山口県立大学大学院 健康福祉学研究科 

   博士後期課程教授   林  隆  
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同意説明文書 

 

研究課題 保育士の業務上の負担感とやりがいにつながる関連要因の検討 

    ～特に子どもの発達特性の与える影響に着目して～ 

 

研究者：吉兼伸子 

所属  ：山口県立大学 大学院 健康福祉学研究科 

 

 この同意説明文書は、研究課題「保育士の業務上の負担感とやりがいにつながる関連要因の検

討」について、その趣旨を十分ご理解いただくために作成したものです。この研究に参加・協力して

いただけるかどうかは、各保育士の自由意思によります。 

 

１ 研究の目的および方法 

  研究責任者：林  隆  （山口県立大学 大学院 健康福祉学研究科 教授） 

  共同研究者：吉兼伸子 （山口県立大学 大学院 健康福祉学研究科 博士後期課程） 

  研究期間 ：平成24 年１月から 平成26年3月 

 

（１） 研究の目的 

新たな保育指針が示され保育士の業務の多様化が予想されます。保育士が日々の保育業務

の中でどのようなことに負担を感じておられるかインタビュー・調査研究を通して実態を明らかにし、そ

れを軽減解消するためにどのような支援や制度が必要であるかを考えたいと思っております。 

また、保育士がどのような喜びややりがいを感じておられ、それらに関連する要因を明らかし、スト

レスコーピングについて明らかしたいと考えております。 

 

（２）研究方法 

 研究の趣旨を理解し、参加に同意が得られた経験5年以上で、現在0～5歳児の担任をしてい

る保育士にインタビューをお願いしたいと考えています。調査は、プレテストとしてインタビューガイドに

そった１時間程度の半構造化面接法で行います。面接の内容は、対象者の承諾を得た上で録音

いたします。得られた結果は逐語録に起こし、負担感やりがいにつながる関連要因を抽出します。

その後抽出された内容に添った質問紙を作成し、無記名の調査研究を行い保育士の業務上の負

担感・やりがいにつながる要因の分析をいたします。 

 

研究実施場所 

 インタビュー  対象者の指定した場所に伺います。 

  

 

研究対象者および研究対象者数 

 インタビュー 保育士経験5年以上で、現在0～5歳児の担任している保育士  

        6～12名程度 
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調査研究 山口県内の公立市立保育所に勤務し、クラス担任をしている保育士  

 

 

１ インフォームド・コンセント 

 依頼書を用いて研究内容を説明し、同意された場合は同意書も頂く。 

 

２ 対象者に対する倫理的配慮(利害とそれに対する配慮) 

 質問に対しての回答や、研究の一部の参加を拒否すること、一度研究協力に署名を頂いても、

後日協力を取り消すことは可能です。またインタビュー内容についても後日撤回することも可能です。

拒否することで不利益を被ることはありません。インタビュー結果を研究以外で使用することはありま

せん。研究として論文にまとめ、関係学会で発表するがその際もプライバシーを守るように配慮いた

します。 

 

３ 対象者に対する秘密保持 

 個人情報保護法に則り、頂いたデータは個人が識別できないように変数化しデータとして保存し

ます。得られたデータやインタビュー内容は質的に分析し、調査研究では統計処理を行い、個人が

特定されるような形での検討はいたしません。データの管理には細心の注意を払い、データの漏洩、

紛失がないように厳重に管理いたします。 

 

４ 得られたデータの利用範囲と研究成果の公表 

 得られた研究データは本研究のみに使用します。研究の成果は、関連学会での発表、学術雑誌

への投稿および博士論文作成等によって公表いたします。 

 

５ 研究に参加することでの得られる利益と不利益 

 この不参加による不利益は一切ありません。 

 

６ 研究の科学的価値屋や当該領域・社会に対する不利益 

 保育士の保育の負担感ややりがいにつながる要因を明らかにすることは、より具体的な保育士支

援とストレスコーピングの新しい知見となりうるものであると考えられます。 

 

７ 問い合わせ先 

  研究者 吉兼伸子 

  E-mail：theta@wine.plala.or.jp 

  研究責任者 林隆 

  E-mail：thayashi@n.ypu.ac.jp 
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1 先生ご自身の事をおたずねします。

1) 性別をお教え下さい。◯で囲んでください。 男 ・ 女

2) 年齢をお教え下さい。 歳

3) 保育経験年数をお教え下さい。 年

4) 現在の職位をお教えください。 管理職
主任

保育士
常勤

保育士
非常勤
保育士

5) ご結婚されていますか。 既婚 未婚

いいえ

はい

7)
担任をされてるクラスはどれに当てはまりますか。
○で囲んで下さい。

3

そのお子さんについて質問をします。

1) そのお子さんの性別をお教え下さい。 男 ・ 女

3) そのお子さんを保育するために、加配等の配慮がされていますか。 はい ・ いいえ

良く当て
はまる

少し当て
はまる

どちらでも
ない

あまり当て
はまらない

全く当て
はまらない

4) そのお子さんの存在は先生にとって精神的な負担である。

現在担任クラスの中に保育する上で困難感を感じる発達障害の行動特性（発達障害児と似た行動）を持つお子さんがおられる方
だけ
現在担任されているクラスのお子さんの中、保育する上で最も困難感を感じる発達障害の行動特性を持つお子さんを１名思い浮かべて
ください。

2) そのお子さんは何らかの診断が付いていますか。○で囲んでください。
疑診断でも結構です。複数選択可能です。

診断なし 診断有り

注意欠陥多動性障害（ADHD)　・学習障害（LD)

広汎性発達障害（ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ症候群・自閉症）

言語遅滞 　・　知的障害 　・身体障害

　　　　　　３歳未満・　年少　・　年中　・　年長

2
現在担任をされているクラスの中に保育する上で困難感を 　　　　　いる→　３の項目へお進み下さい。

感じる発達障害の行動特性（発達障害児と似た行動）をもつお子さんがおられますか。いない→次のページの質問へお進み下さい。

アンケートのお願い

　保育士の皆様には、多忙な中にお子さん一人ひとりの成長をみすえた保育活動をされていることと推察いたします。
保育士の皆様に、①どんな子どもの行動が保育する上で困るか、②保育のサポート　③発達障害についての先生方のイメージについて
お聞きし、同時に先生方の心の健康度を知ることで、よりよい保育支援に役立てたいと考えております。
　つきましては以下のアンケートにご協力いただければ幸甚です。お忙しいところ申し訳ありませんがご協力のほどよろしくお願いいたします。
　アンケートは匿名で、個人や保育所を特定・公表することはありません。質問項目の一部（発達障害のイメージ）は、厚生労働省の平成
24年度障害者総合福祉推進事業の内容に準じております。
　ご提供いただいた情報は、保育士を対象とした研修などをより役立てるとともに、関連学会、論文の発表に用いさせていただきます。
その他の目的で使用することはありません。主旨にご賛同と、ご協力いただければ幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口県立大学大学院　健康福祉学研究科　博士後期課程2年　吉兼　伸子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口県立大学大学院　健康福祉学研究科　博士後期課程教授　田中　マキ子

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療法人テレサ会　　西川医院 　発達診療部　　部長　　林　隆

6) 現在担任をもたれていますか。
→　次のページの質問にお進み下さい。

→ 　以下の質問にお答えください。
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1) 細かいところまで注意が払えない。 （　　　　　　） 例（　3　　）

2) 遊びに集中できない。 （　　　　　　）

3) 話しかけられているのに聴いていないように見える。 （　　　　　　） 例（　1　　）

4) 指示に従えず、最後までできない。 （　　　　　　）

5) 物をよくなくす。 （　　　　　　）

6) 忘れっぽい。 （　　　　　　）

7) 意味も無く席を離れる。 （　　　　　　）

8) じっとしているべき時に走り回る。 （　　　　　　）

9) 質問が終わらないうちに答える。 （　　　　　　）

10) 順番を待つのが難しい。 （　　　　　　）

11) 言葉通りに受け取る。 （　　　　　　）

12) 自分だけにしかわからない造語を作る。 （　　　　　　）

13) 場面に関係なく声を出す。 （　　　　　　）

14) 得意と極端な不得意がありますか。 （　　　　　　）

15) 協調性が乏しい。 （　　　　　　）

16) 友達の傍にはいるが一人で遊ぶ。 （　　　　　　）

17) 仲のよい友達がいない。 （　　　　　　）

18) 球技やｹﾞｰﾑをするときに仲間と協力ができない。 （　　　　　　）

19) こだわりで、簡単な日常の活動ができない。 （　　　　　　）

20) 自分なりの独特な日課や手順がある。 （　　　　　　） 例（　2　　）

21) 特定のものに執着がある。 （　　　　　　）

この質問は、全ての先生方にお答えいただく質問です。保育する上で、困る親御さんの状態についてお聞きします。

1) 親が子どもの行動の特性を気にしない。 （　　　　　　） 例（　3　　）

2) 親自身が情緒不安定である。 （　　　　　　）

3) 親自身がコミュニケーションが苦手である。 （　　　　　　） 例（　1　　）

4) 親自身が乱暴な行動をとる。 （　　　　　　）

5) 親の育児方針が特殊である。 （　　　　　　）

6) 親が神経質である。 （　　　　　　）

7) 親が子どもに無関心である。 （　　　　　　） 例（　2　　）

8) 親が子どもを叱ることができない。 （　　　　　　）

9) 親の育児方針が特殊である。 （　　　　　　）

10) 親の育児能力が低い。 （　　　　　　）

11) 親が自己中心的である。 （　　　　　　）

12) 親が子どもに、どう接してよいかわからない。 （　　　　　　）

5
親御さんの困る状態のベスト3を教えてください。困る順に １ ・ ２ ・ ３　を（　　　　　）内にご記入ください。

4
この質問は、全ての先生方にお答えいただく質問です。保育する上で、困る子どもさんの状態についてお聞きします。

子どもさんの困る状態のベスト3を教えてください。困る順に １ ・ ２ ・ ３　を（　　　　　）内にご記入ください。
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6
良く当て
はまる

少し当て
はまる

どちらでも
ない

あまり当て
はまらない

全く当て
はまらない

1) 保育活動を試行錯誤する。

2) 保育が困難な子どもに段階的に関わる。

3) 保育が困難な子どもに個別対応する。

4) クラス単位の行動など、保育の既成概念にとらわれない。

5) 保育が困難な子どもを中心とした活動をする。

6) 他の子どもへの対応を工夫する。

7) 保育が困難な子どもの居場所を作る。

8) 保育が困難な子どもを取り巻く子ども同士の関わりを作る。

9) 保育士自身が状況に巻き込まれないようにする。

10) スーパーバイザーに相談する。

7
この質問は、全ての先生方にお答えいただく質問です。
先生が、日頃感じていることをお聞きします。あてはまるものに○をつけてくださ
い

良く当て
はまる

少し当て
はまる

どちらでも
ない

あまり当て
はまらない

全く当て
はまらない

1) 保育の仕事は社会的に重要な仕事である

2) 保育の仕事は自分自身の大切な一部である

3) 保育の仕事を長く続けたい

4) 保育の仕事に意欲を感じる

5) 仕事がおもしろい

6) 体験や感情を共有できる同僚がいる

7) 助言してくれる先輩や同僚に恵まれている

8) 職場には意見を言う場や機会が無い

9) 上司の考え方ややり方は自分に合っている

10) 職場の仕事の方針に自分の意見を反映できない

11) 自分の保育に対する考え方と合わない保育方針をとることを要求される。

12) 職場の問題についてオープンに話せる。

13) 自分と合わない同僚と一緒に働いている。

14) 仕事が多くて忙しいことが多い。

15) 休憩時間も子どもの世話や記録でゆっくり休めない。

16) 人手不足である。

17) 子どもの安全などの注意や緊張を必要とする時間が多くなってきた。

18) 関わり方が難しい子どもを担当することが多くなった。

19) 高度な保育の提供や高度な判断が強く求められるようになってきた。

20) 保護者からの無理難題な要求に直面させられることが多くなってきた。

21) 家にいても休まらない。

22) 自分の趣味が思うようにできない。

23) 自分が自由に使える時間が無い。

24)

25) 仕事のこと以外で何でも気軽に話せたり、相談に乗ってくれる人がいる。

26) 一緒にいると楽しく、安らぎやエネルギーを得られる人がいる。

保育の仕事に関する悩み事や迷いごとを聞いたり相談に乗ってくれたりする人がいる。

この質問は、全ての先生方にお答えいただく質問です。
先生が保育が困難な状況の時になさっている行動についてお聞きします。
あてはまるものに○をつけてください
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8 以下の質問も、全ての先生方にお答えいただく質問です。
先生の現在の状態についてお聞きします。５段階でお答えください。

いつも
ある

しばしば
ある

時々
ある

まれに
ある

ない

1) こんな仕事もうやめたいと思うことがある。

2) われを忘れるほど仕事に熱中することがある。

3) こまごまと気を配ることが面倒感じることがある。

4) この仕事は私の性分に合っていると思うことがある。

5) 同僚や子どもの顔をみるのも嫌になることがある。

6) 自分の仕事がつまらなく思えて仕方ないことがある。

7) １日の仕事が終わると「やっとおわった」と感じることがある。

8) 出勤前に、職場に出るのが嫌になって、家にいたいと思うことがある。

9) 仕事を終えて、今日は気持ちの良い日だったと思うことがある。

10) 同僚や子どもと何も話したくなくなることがある。

11) 仕事の結果はどうでもよいと思うことがある。

12) 仕事のために心にゆとりが無くなったと感じることがある。

13) 今の仕事に、心から喜びを感じることがある。

14) 今の仕事は、私にとってあまり意味がないと思うことがある。

15) 仕事が楽しくて知らないうちに時間が過ぎることがある。

16) 体も気持ちも疲れ果てたと思うことがある。

17) われながら、仕事をうまくやり終えたと思うことがある。

9 この質問は、全ての先生方にお答えいただく質問です。発達障害に対するイメージについてお聞きします。

そう思う
どちらかと

いえばそう思う

どちらかと
いえばそう
思わない

そう思わない

  18．発達障害の診断名にとらわれず、本人に合った関わりをする方がよい。

  15．周囲が視点を変えれば、発達障害は大きな問題にならないこともある。

  16．発達障害の診断は、支援を行ううえで欠かせない。

  17．発達障害の診断名に対応した特定の関わりをしなければならない。

  19．治療･療育を通して障害の克服を目指すことが、発達障害支援の目標だ。

何か、ご意見や　ご感想があればご自由にお書き下さい。 　　お疲れのところ、大変ありがとうございました

  14．成長しても、発達障害の特性は変わらない。

  3．発達障害児の将来に希望を感じる。

  4．発達障害児と関わるのは、正直、あまり自信がない。

  5．発達障害児と関わるのは精神的に負担だ。

  6．発達障害の原因や仕組みについて理論的に理解したい。

  7．理論よりも発達障害支援の現場で役に立つ具体的な技術が知りたい。

  8．私は発達障害について知識がある。

  9．私は発達障害について十分な教育を受けていない。

  10．発達障害児に好かれる方法が知りたい。

  11．発達障害は脳の機能的な障害で、治ることはない。

  12．環境の変化や成長によって、発達障害の問題が解消することがある。

  13．環境の変化や成長によって、発達障害の診断が変わることがある。

発達障害（注意欠陥多動性障害・広汎性発達障害・学習障害など）に対するイ
メージをお聞きします。先生のお考えに近い回答に○をつけてください。

  1．私は発達障害児とうまく関われている。

  2．発達障害児と関わるのは楽しく、やりがいがある。
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